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野
菜
や
植
木
作
り
の
経
験
豊
富
な

農
家
の
方
が
、
親
切
、
丁
寧
に
教
え

て
く
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
農
作
業
の

経
験
が
ま
っ
た
く
な
い
方
で
も
、
納

得
の
い
く
栽
培
が
で
き
ま
す
。

◆
野
菜
コ
ー
ス

◇
募
集
人
数
　
10
人

◇
作
付
け
　
ト
マ
ト
、
キ
ュ
ウ
リ
な

ど
の
夏
野
菜

◇
講
習
期
間
　
４
月
下
旬
〜
７
月

（
約
５
回
）

◆
花
き
コ
ー
ス

◇
募
集
人
数
　
20
人

◇
作
付
け
　
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
、
メ
キ

シ
カ
ン
セ
ー
ジ
な
ど

◇
講
習
期
間
　
４
月
下
旬
〜
18
年
３

月
（
約
12
回
）

▼
４
月
11
日
b
（
必
着
）
ま
で
に
、

往
復
は
が
き
に
コ
ー
ス
名
・
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号
を

記
入
し
「
〒
181
―
０
０
０
４
新
川
６

―
35
―
26
Ｊ
Ａ
東
京
む
さ
し
三
鷹
経

済
セ
ン
タ
ー
体
験
農
園
係
」
へ
申
し

込
む
（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）。

e

同
セ
ン
タ
ー
1
46
―
２
１
５
３

夏
野
菜
苗
物
植
え
付
け

講
習
会

Ｊ
Ａ
東
京
む
さ
し
三
鷹
緑
化
セ
ン

タ
ー
で
は
、
ト
マ
ト
・
キ
ュ
ウ
リ
・

ナ
ス
な
ど
の
夏
野
菜
の
植
え
付
け
講

習
会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
４
月
17
日
a
午
後
１
時
30
分
か
ら

農
業
公
園
で
。
長
靴
な
ど
農
作
業
の

で
き
る
服
装
で
。

▼
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

※
駐
車
場
は
台
数
に
限
り
が
あ
り

ま
す
の
で
自
転
車
・
徒
歩
で
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

e

三
鷹
緑
化
セ
ン
タ
ー
1
48
―
７

４
８
２新

エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
の

導
入
や
環
境
活
動
事
業
を

助
成
し
ま
す

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
利
用
と
地
球

温
暖
化
の
防
止
、
ま
た
環
境
保
全
の

推
進
や
環
境
意
識
の
高
揚
に
役
立
て

る
た
め
、
次
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

◆
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
助
成

市
民
、
団
体
、
事
業
者
な
ど
が
新

た
に
設
置
す
る
「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導

入
設
備
」
に
対
し
て
、
そ
の
経
費
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

◇
対
象
設
備
　
①
太
陽
光
発
電
、
②

風
力
発
電
、
③
燃
料
電
池
コ
ー
ジ
ェ

ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
④
そ
の
他

◇
助
成
額
　
１
n
ワ
ッ
ト
あ
た
り
５

万
円
、
上
限
20
万
円

◆
環
境
活
動
事
業
助
成

三
鷹
市
内
で
活
動
し
て
い
る
非
営

利
団
体
が
行
う
先
導
的
な
「
環
境
活

動
事
業
」
に
対
し
て
、
そ
の
事
業
経

費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

◇
対
象
事
業
　
①
公
害
防
止
、
地
球

温
暖
化
対
策
、
緑
化
な
ど
に
役
立
つ

事
業
、
②
環
境
学
習
会
な
ど
環
境
保

全
に
必
要
な
知
識
を
提
供
す
る
事

業
、
③
環
境
活
動
推
進
の
調
査
研
究
、

④
そ
の
他

◇
助
成
額
　
事
業
経
費
の
２
分
の

１
、
１
団
体
１
事
業
、
上
限
10
万
円

▼
い
ず
れ
も
５
月
10
日
c
ま
で
に
、

申
請
書
ほ
か
提
出
書
類
を
添
え
て
環

境
対
策
課
1
内
線
２
５
２
３
へ
申
し

込
む
。傍

聴
で
き
ま
す

三
鷹
市
環
境
保
全
審
議
会

三
鷹
市
緑
と
水
の
基
本
計
画
な
ど

の
審
議
を
予
定
。

▽
４
月
13
日
d
午
後
２
時
か
ら
市
議

会
全
員
協
議
会
室
（
市
役
所
３
階
）

で
。

▼
当
日
、
午
後
１
時
50
分
ま
で
に
直

接
会
場
に
。

e

環
境
対
策
課
1
内
線
２
５
２
３

家
内
労
働
の
委
託
状
況
届
は

4
月
３０
日
º
ま
で

家
内
労
働
者
へ
仕
事
（
内
職
な
ど
）

を
委
託
し
て
い
る
事
業
主
の
方
は
、

毎
年
４
月
１
日
現
在
の
家
内
労
働
者

数
な
ど
に
つ
い
て
、「
委
託
状
況
届
」

を
労
働
基
準
監
督
署
を
通
じ
て
東
京

労
働
局
に
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
用
紙
は
労
働
基
準
監
督
署
に
あ

り
ま
す
の
で
、
４
月
30
日
g
ま
で
に

忘
れ
ず
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
提

出
は
郵
送
可
）。

e

三
鷹
労
働
基
準
監
督
署
（
〒

181
―
０
０
１
３
下
連
雀
３
―
２
―

11
）
1
48
―
１
１
６
１

く
ら
し
の
テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド

『
み
た
か
』
サ
ー
ビ
ス
の
終
了

電
話
・
フ
ァ
ク
ス
に
よ
り
市
政
情

報
の
案
内
を
行
っ
て
い
る
「
く
ら
し

の
テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド
『
み
た
か
』」

は
３
月
末
を
も
っ
て
サ
ー
ビ
ス
を
終

了
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
機
器
の
老
朽

化
に
よ
り
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
続
け
る

こ
と
が
困
難
な
状
況
に
な
っ
た
こ

と
、
ま
た
、
ご
利
用
実
績
が
年
々
減

少
し
て
き
て
い
る
こ
と
な
ど
に
よ
る

も
の
で
す
。

提
供
し
て
い
る
情
報
は
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
担
当
課
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
情
報
提
供
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
休
日
・
夜
間
に
お
け
る
情

報
提
供
（
休
日
診
療
の
案
内
な
ど
）

は
、
市
役
所
代
表
電
話
1
45
―
１
１

５
１
で
当
直
者
が
案
内
を
し
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

e

情
報
推
進
室
1
内
線
２
１
４
９

ご
利
用
く
だ
さ
い

「
こ
こ
ろ
の
相
談
室
」

こ
れ
ま
で
の
「
精
神
保
健
相
談
」

が
「
こ
こ
ろ
の
相
談
室
」
に
変
わ
り

ま
し
た
。
こ
こ
ろ
の
悩
み
な
ど
を
専

門
相
談
員
が
解
決
に
向
け
て
お
手
伝

い
し
ま
す
。

▽
毎
週
火
・
水
曜
日
午
後
１
時
〜
３

時
（
１
回
50
分
程
度
）、
福
祉
会
館

２
階
で
。

▼
事
前
に
社
会
福
祉
協
議
会
1
41
―

８
８
５
６
へ
申
し
込
む
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

日
曜
日
・
夜
間
の
利
用
方
法

が
変
わ
り
ま
す

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、

日
曜
日
と
平
日
夜
間
の
利
用
方
法
を

見
直
し
、
４
月
１
日
か
ら
登
録
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
・
団
体
に
よ
る

自
主
的
な
運
営
に
変
わ
り
ま
す
。

く
わ
し
く
は
同
セ
ン
タ
ー
1
76
―

１
２
７
１
へ
。

三
鷹
市
職
員
（
保
育
士
・
栄

養
士
・
保
健
師
・
土
木
技

術
）
を

◆
募
集
職
種

①
保
育
士
（
５
人
程

度
）、
②
栄
養
士
（
１
人
程
度
）、
③

保
健
師
（
１
人
程
度
）、
④
土
木
技

術
（
２
人
程
度
）

◆
応
募
資
格

①
昭
和
54
年
４
月
２

日
以
降
生
ま
れ
で
、
保
育
士
登
録
を

受
け
て
い
る
方
（
５
月
末
時
点
で
登

録
見
込
の
方
を
含
む
）、
②
昭
和
54

年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
で
、
栄
養

士
資
格
を
有
す
る
方
（
３
月
末
時
点

で
資
格
取
得
見
込
の
方
を
含
む
）、

③
昭
和
45
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ

で
、
保
健
師
資
格
を
有
す
る
方
（
３

月
末
時
点
で
資
格
取
得
見
込
の
方
を

含
む
）、
④
昭
和
50
年
４
月
２
日
〜

昭
和
61
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

◆
初
任
給

①
②
月
額
約
17
万
８
千

300
円
（
２
年
制
短
大
新
卒
の
例
）、

③
約
18
万
５
千
200
円
（
３
年
制
短
大

新
卒
の
例
）、
④
約
20
万
１
千
300
円

（
大
学
新
卒
の
例
）

※
い
ず
れ
も
調
整
手
当
を
含
ん
だ

額
で
す
。
そ
の
ほ
か
に
各
種
手
当
、

経
験
者
に
は
基
準
に
よ
り
経
験
年
数

加
算
が
あ
り
ま
す
。

◆
勤
務
時
間
・
休
日

午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時
15
分
、
完
全
週
休
２

日
制
（
土
・
日
曜
日
）

※
勤
務
時
間
・
休
日
は
配
置
先
に

よ
り
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
試
験
日
程

１
次
試
験
＝
４
月
17

日
a
、
教
育
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
市
役

所
第
二
庁
舎
４
階
で
、
２
次
試
験
＝

１
次
試
験
合
格
者
に
通
知
。

◆
募
集
要
項
お
よ
び
受
験
申
込
書

職
員
課
（
市
役
所
３
階
）
と
各
市
政

窓
口
で
配
布
。
ま
た
三
鷹
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き

ま
す
。

▼
４
月
８
日
f
（
必
着
）
ま
で
に
、

受
験
申
込
書
（
写
真
貼
付
）
と
返
信

用
の
50
円
切
手
を
同
封
し
「
〒
181
―

８
５
５
５
三
鷹
市
役
所
職
員
課
」
へ

配
達
記
録
郵
便
で
申
し
込
む
。
詳
細

は
募
集
要
項
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

e

職
員
課
1
内
線
２
２
３
３

カ
ラ
ス
の
繁
殖
期
で
す

ご
注
意
く
だ
さ
い

４
〜
６
月
ご
ろ
は
カ
ラ
ス
の
繁
殖

期
で
す
。
こ
の
時
期
の
カ
ラ
ス
は
大

変
警
戒
心
が
強
く
、
人
を
襲
っ
た
り

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

【
カ
ラ
ス
被
害
を
防
ぐ
に
は
】

◆
危
険
を
回
避

カ
ラ
ス
が
「
つ
が

い
」
で
激
し
く
鳴
い
て
い
る
時
な
ど

は
近
づ
く
の
を
避
け
、
帽
子
を
か
ぶ

る
な
ど
の
対
策
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

◆
巣
が
で
き
る
前
に

カ
ラ
ス
は
発

見
さ
れ
や
す
い
と
こ
ろ
に
は
巣
を
作

り
ま
せ
ん
の
で
、
巣
が
で
き
そ
う
な

樹
木
は
せ
ん
定
し
ま
し
ょ
う
。

◆
巣
が
作
ら
れ
た
ら

撤
去
な
ど
に

つ
い
て
は
原
則
と
し
て
そ
の
土
地
の

所
有
者
・
管
理
者
の
責
任
で
対
応
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
巣
に
ヒ
ナ
が
い
る
場
合
な

ど
、
周
囲
の
人
に
危
険
を
知
ら
せ
る

張
り
紙
な
ど
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
一
般
家
庭
の
敷
地
内
に
つ
い
て

は
、
市
の
「
カ
ラ
ス
の
巣
の
撤
去
事

業
」
を
利
用
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
カ
ラ
ス
の
巣
の
撤
去
事
業
】

対
象
と
な
る
の
は
一
般
家
庭
の
樹

木
な
ど
に
作
ら
れ
た
巣
で
す
。
な
お
、

こ
の
事
業
は
４
月
中
旬
か
ら
開
始
予

定
で
す
。

※
事
業
所
、
団
地
、
マ
ン
シ
ョ
ン
、

公
園
や
街
路
樹
に
あ
る
巣
は
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。

◆
撤
去
す
る
要
件

①
相
談
者
（
被
害
者
）
が
親
鳥
か
ら

威
嚇
や
攻
撃
を
受
け
て
い
る
こ
と
。

②
樹
木
な
ど
の
あ
る
土
地
の
所
有
者

か
ら
撤
去
に
つ
い
て
同
意
が
得
ら
れ

て
い
る
こ
と
。

③
相
談
者
（
被
害
者
）
が
「
鳥
獣
保

護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法

律
」
に
基
づ
く
「
カ
ラ
ス
の
巣
の
撤

去
申
込
書
」
を
提
出
す
る
こ
と
。

▼
環
境
対
策
課
1
内
線
２
５
２
３
へ

申
し
込
む
。

カ
ラ
ス
に
散
ら
か
さ
れ
な
い

ご
み
出
し
の
工
夫
を

◇
ご
み
は
決
め
ら
れ
た
収
集
日
に
出

し
ま
し
ょ
う
。

◇
生
ご
み
は
水
を
よ
く
切
り
、
紙
に

包
ん
で
、
食
物
が
付
い
た
ト
レ
イ
や

袋
は
拭
き
取
っ
て
、
封
を
完
全
に
し

て
出
し
ま
し
ょ
う
。
カ
ラ
ス
は
食
べ

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
催

約
20
店
が
出
店
し
ま
す
。
廃
材
を

利
用
し
た
木
工
教
室
や
廃
食
用
油
を

利
用
し
た
石
け
ん
作
り
講
習
会
も
同

時
開
催
。

▽
４
月
９
日
g
午
前
10
時
〜
午
後
２

時
（
雨
天
の
場
合
は
10
日
a
）、
リ

サ
イ
ク
ル
市
民
工
房
で
。

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

４
月
の
掘
り
出
し
物

粗
大
ご
み
の
中
か
ら
選
ん
だ
家
具

な
ど
の
「
掘
り
出
し
物
」
を
抽
選
に

よ
り
低
価
格
で
提
供
し
ま
す
。

◆
展
示
・
受
付

４
月
９
日
g
〜

16
日
g

◆
抽
選
会

４
月
17
日
a
午
前
11
時

か
ら申

込
時
に
官
製
は
が
き
（
郵
便
料

本
人
負
担
）
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

こ
の
は
が
き
に
よ
り
、「
当
選
・
落

選
」
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
当
選
さ

れ
た
方
は
、
抽
選
日
の
翌
日
曜
日
ま

で
に
所
定
の
手
続
き
を
済
ま
せ
、
当

選
品
を
持
ち
帰
っ
て
い
た
だ
き
ま

す
。※

抽
選
時
の
車
で
の
来
場
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。

廃
棄
図
書
を
提
供
し
ま
す

市
内
各
図
書
館
か
ら
の
廃
棄
図
書

を
、
通
常
よ
り
在
庫
ス
ペ
ー
ス
を
拡

大
し
、
１
人
６
冊
ま
で
無
料
で
提
供

し
ま
す
。

◆
期
間

４
月
３
日
a
〜
17
日
a

※
４
月
９
日
g
（
雨
天
の
場
合
は

10
日
a
）
は
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
開

催
の
た
め
、
駐
車
で
き
ま
せ
ん
。

e

リ
サ
イ
ク
ル
市
民
工
房
（
水
・

木
・
土
・
日
曜
日
午
前
10
時
〜
午
後

４
時
開
館
）
深
大
寺
２
―
16
―
13
1

34
―
３
１
９
６

リ
サ
イ
ク
ル
市
民
工
房

ミ
ヨ
　
リ

サ

イ

ク

ル

の
利
用
者
を
募
集

体験
農園

物
に
敏
感
で
主
に
視
覚
で
探
す
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

◇
防
鳥
ネ
ッ
ト
は
カ
ラ
ス
の
く
ち
ば

し
が
通
ら
な
い
目
の
細
か
い
も
の
で

ご
み
を
完
全
に
収
め
、
鎖
の
重
り
な

ど
を
付
け
て
風
で
め
く
れ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

※
防
鳥
ネ
ッ
ト
は
通
行
の
妨
げ
に

な
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
生
ご
み
を
減
ら
す
工
夫
を

都
市
部
で
の
カ
ラ
ス
急
増
の
原
因

で
あ
る
生
ご
み
を
少
な
く
し
ま
し
ょ

う
。

◇
食
材
は
計
画
的
に
購
入
す
る
。

◇
料
理
を
作
り
す
ぎ
な
い
。

◇
食
べ
残
さ
な
い
。

◇
生
ご
み
を
堆
肥
化
し
、
家
庭
菜
園

や
花
壇
に
利
用
す
る
。

e

巣
の
撤
去
に
つ
い
て
は
環
境
対

策
課
1
内
線
２
５
２
３
、
ご
み
の
出

し
方
に
つ
い
て
は
ご
み
対
策
課
1
内

線
２
５
３
３

ハ
ト
に
エ
サ
を
与
え
な
い
で
！

〜
フ
ン
害
は
近
所
迷
惑
な
ば

か
り
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な

病
気
の
原
因
に
も
〜

◆
安
易
な
エ
サ
や
り
は
し
な
い
で

善
意
と
は
い
え
ハ
ト
に
エ
サ
を
や

る
こ
と
で
、
自
然
に
あ
る
以
上
に
繁

殖
し
、
生
態
系
や
人
間
に
直
接
被
害

を
与
え
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
有
害
な

鳥
獣
と
な
り
、
不
幸
な
結
果
を
招
き

か
ね
ま
せ
ん
。

◆
過
剰
な
繁
殖
で
ハ
ト
に
よ
る
被
害

が
増
え
て
い
ま
す

ハ
ト
の
被
害
は
全
国
に
お
よ
び
、

年
間
約
10
万
羽
（
都
内
で
１
千
羽
以

上
）
駆
除
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
健
康
被
害

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
み
る
よ
う

に
、
野
鳥
は
人
間
に
感
染
す
る
病
気

や
寄
生
虫
を
持
っ
て
い
ま
す
。

特
に
ハ
ト
は
人
間
と
濃
厚
に
接
触

し
ま
す
。
高
齢
者
や
幼
児
な
ど
抵
抗

力
の
弱
い
人
は
注
意
が
必
要
で
す
。

フ
ン
で
起
こ
る
健
康
被
害
に
は
ア
レ

ル
ギ
ー
性
ぜ
ん
息
・
皮
膚
炎
の
ほ

か
、
オ
ウ
ム
病
な
ど
、
脳
障
害
を
起

こ
す
よ
う
な
難
病
も
含
ま
れ
ま
す
。

e

環
境
対
策
課
1
内
線
２
５
２
３

農業公園

「おもいやり　人に車に　この街に」
明るく目立つ服装で交通ルールを守って事故に遭

わないようにしましょう。
◆運動の重点
◇子どもと高齢者の交通事故防止
◇二輪車の安全利用の推進
◇自転車の交通事故防止
◇シートベルトとチャイルドシートの正しい着用の
徹底
◆交通安全の集い
u４月５日c午後１時～４時15分、三鷹市公会堂で。
交通安全セレモニー、民謡踊り、三鷹ばやし、井の
頭太鼓、金沢明子ショーなど。
◆シートベルト・エアバッグ体験車
u４月11日b午後２時～４時（小雨決行）、市役所正
面駐車場で。交通事故に遭ったときの衝撃を疑似体
験できます。
sいずれも当日、直接会場へ。
e道路交通課1内線2883

春の全国交通安全運動4月6日π
～15日ª


